
 

同
時
に
「
施
設
」
は｢

事
業｣

と
い
う
概
念
に
な

り
、
新
し
い
「
事
業
体
系
」
に
五
年
以
内
に
移
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
た
め
当
法
人
の
施
設
の
う
ち
、
地
域
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
「
ス
ペ
ー
ス
け
や
き
」

と
「
結
い
の
里
」
は
、
セ
ン
タ
ー
そ
の
も
の
が
廃

止
と
な
っ
た
の
で
、
す
で
に
十
月
か
ら
新
し
い
施

設
（
事
業
）
に
移
行
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
二
か
所
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
同
様
に
移

行
し
ま
し
た
。 

 

四
月
一
日
か
ら
は
「
け
や
き
共
同
作
業
所
」
、

「
工
房
け
や
き
」
、
「
あ
と
り
え
北
山
」
、
「
ふ

た
ば
の
里
」
の
四
つ
の
作
業
所
が
移
行
し
ま
し
た

が
、
利
用
者
の
負
担
が
増
え
る
分
は
、
工
賃
ア
ッ

プ
で
対
応
し
て
い
ま
す
。 

 

各
施
設
と
も
精
神
だ
け
で
な
く
、
身
体
、
知
的

の
三
障
害
が
対
象
で
、
通
所
利
用
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

こ れ ま で  こ れ か ら  

施 設 の 種 類 定 員 事 業 の 種 類 定 員 

け や き 共 同 作 業 所 精神障害者通所授産施設 2 0 人 就労継続支援（B型・非

雇 用 ） 

29人 

ス ペ ー ス け や き 精神障害者地域生活支援

セ ン タ ー 

な し 生 活 訓 練 事 業 

＋ 相 談 支 援 

20人 

工 房 け や き 精神障害者小規模通所授

産 施 設 

1 9 人 就労継続支援（B型・非

雇 用 ） 

20人 

あ と り え 北 山 精神障害者小規模通所授

産 施 設 

1 9 人 就労継続支援（B型・非

雇 用 ） 

20人 

結 い の 里 精神障害者地域生活支援

セ ン タ ー 

な し 地 域 活 動 支 援 セ ン

タ ー ＋ 相 談 支 援 

20人 

ふ た ば の 里 精神障害者通所授産施設 2 0 人 就労継続支援（B型・非

雇 用 ） 

20人 

グ ル ー プ ホ ー ム グ ル ー プ ホ ー ム 9 人 グ ル ー プ ホ ー ム 9 人 

  

法
人
ニ
ュ
ー
ス
の
発
刊
に
あ
た
っ
て 

 
 
 
 
 
 

理
事
長 
加
藤
秀
男 

  

社
会
福
祉
法
人
希
望
の
杜
福
祉
会
が
ス

タ
ー
ト
し
て
か
ら
九
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
二
十
二
年
前
の

「
け
や
き
の
会
共
同
作
業
所
」
開
設
以
来

の
関
係
者
を
は
じ
め
、
多
く
の
市
民
の
皆

様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
お
か
げ
で
あ
り

ま
す
。
心
か
ら
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

こ
の
八
年
間
、
増
え
続
け
る
要
望
の
実

現
め
ざ
し
て
、
新
し
い
施
設
の
開
設
や
そ

の
運
営
に
無
我
夢
中
で
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。 

 
 

 
 

 

そ
し
て
こ
の
一
年
は
障
害
者
自
立
支
援

法
の
成
立
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
と
違
っ

た
試
練
を
受
け
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
障
害
者
自
立
支
援
法
を
う
け
て
施

設
が
新
し
い
運
営
形
態
に
移
行
す
る
こ
と

を
機
会
に
、
通
所
者
、
家
族
、
職
員
、
そ

し
て
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
多
く
の

方
々
を
つ
な
ぐ
情
報
紙
と
し
て
「
希
望
の

杜
だ
よ
り
」
を
発
行
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
す
。 

 

ま
た
、
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
も
開
設

し
、
積
極
的
な
情
報
の
発
信
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
感
想
や
ご
意

見
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 
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わたしたちが目指しているもの 

１.地域における共同の事業や運動をともにすすめ、障がいのある人びとが生きがいと誇りをもてる社会をめ  

ざします。 

２.障がいのある人びとが社会に参加し、また地域での豊かな暮らしをともに築く権利の保障をめざします。 

３.障がいのある人びとと関係者一人ひとりが大切にされる事業体として、責任ある経営をめざします。 

障
害
者
自
立
支
援
法
を
受
け
て 

 

施
設
運
営
の
仕
組
み
が
四
月
一
日
よ
り
変
わ
り
ま
し
た
。 

 

障
害
者
自
立
支
援
法
は
、
障
が
い
者
運
動
史
上
ま

れ
に
見
る
障
が
い
者
自
身
の
大
き
な
反
対
の
な
か
で

成
立
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
法
律
が
二
〇
〇
六
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
る

と
、
家
族
と
も
ど
も
自
殺
す
る
と
か
、
作
業
所
の
通

所
を
や
め
る
と
か
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
回
数
を
減

ら
す
な
ど
、
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。 

 

こ
れ
は
、
障
が
い
者
が
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と
、
費
用
の
一
割
を
本
人
か
家

族
が
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
す
。 

 
 

 

※就労継続支援（B型・非雇用型）とは 
 

・事業所内において、就労の

機会や生活活動の機会を提

供（雇用契約は結ばない） 
 

・知識、能力が高まったら就

労への移行に向けて支援 
 

・平均工賃水準（月額 3000
円）を上回ることが指定の

要件 
 

・利用期間は制限なし 

  

 

             

 

先
日
、
小
名
浜
リ
ス
ポ
さ
ん
の
「
い
わ
き

の
大
物
産
展
」
に
、
豆
腐
や
ド
ー
ナ
ツ
、
ふ

き
の
と
う
み
そ
な
ど
を
出
品
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

そ
の
時
「
あ
、
け
や
き
さ
ん
っ
て
、
お
豆

腐
の
け
や
き
さ
ん
で
し
ょ
。
」
「
お
か
ら

ド
ー
ナ
ツ
食
べ
た
こ
と
あ
り
ま
す
。
」
と
多

く
の
方
か
ら
言
わ
れ
、
け
っ
こ
う
「
け
や

き
」
っ
て
知
ら
れ
て
る
ん
だ
な
と
う
れ
し
く

な
り
ま
し
た
。 

 

で
も
、
お
弁
当
を
作
っ
て
る
こ
と
と
か
、

お
か
ら
茶
を
作
っ
て
い
る
と
か
、
ま
し
て
ス

ペ
ー
ス
け
や
き
な
ど
で
、
障
が
い
に
一
人
悩

ん
で
い
る
本
人
や
家
族
を
支
援
し
て
る
な
ん

て
こ
と
は
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。 

 

職
員
自
身
、
施
設
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
な

く
、
ど
ん
ど
ん
地
域
に
飛
び
出
し
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
機
関
紙
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
私
達

を
つ
な
ぐ
新
た
な
絆
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
、
一
部
一
部
、
お
届
け
し
ま
す
。 

 

ど
う
ぞ
、
今
後
と
も
お
読
み
い
た
だ
き
、

ご
助
言
や
ご
意
見
な
ど
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、｢

福
祉
の
窓
」
や
「
お
便
り
」
欄
へ

の
投
稿
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

 昨年末、宅配弁当をご利用されている方より

お手紙がありましたのでご紹介します。 

 

けやき共同作業所のみなさまへ 
 

           「夢をありがとう」 
 

 今年もたくさんの「夢」と｢感動｣をランチに入れていただ

き、ありがとうございました。所員を代表して心からお礼と感

謝を申しあげます。 

 毎日、早朝から心を前向きに持ちながら、料理創作に頑張っ

ている姿が、浮かびあがります。 

 「思いやり」や｢やさしさ｣、お金で入られない｢美しさ｣、毎

日「おいしい」｢おいしい｣と皆さん方の「愛」を会社でいただ

いております。ありがとうございます。 

 今年も、あと数日となりました。お体を留意され、風邪など

を引かないよう、最良の年をお過ごしください。また、来年も

「温かい」ランチを所員で楽しみにしております。 

 最後に、すばらしい年をお迎えすることを、ご祈念申し上げ

お礼と感謝の言葉といたします。来年もよろしくお願いいたし

ます。 

 けやき共同作業所のみなさん今年もありがとうございまし

た。 

 

            東北電力株式会社 

               松坂 流星 

 
 

 

お便り 福

祉

の

窓 

 

 

二
〇
〇
七
年
一
月
二
十
三
日
、
霞
ヶ
関
に

あ
る
国
の
合
同
庁
舎
五
号
館
十
八
階
の
社
会

保
険
審
査
会
の
傍
聴
席
に
座
っ
た
。
い
わ
き

市
の
Ａ
さ
ん
が
統
合
失
調
症
で
入
院
中
の
息

子
に
代
わ
っ
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
に
な
っ

た
か
ら
で
あ
る
。 

 

会
場
中
央
に
正
方
形
の
座
席
が
作
ら
れ
て

い
た
。
正
面
に
は
審
査
委
員
長
を
は
さ
ん
で

３
人
の
審
査
委
員
が
い
る
。
そ
の
対
面
、
す

な
わ
ち
傍
聴
席
に
背
を
向
け
た
形
で
４
人
の

参
与
が
い
る
。
請
求
代
理
人
の
Ａ
さ
ん
は

た
っ
た
一
人
で
左
側
に
お
り
、
右
側
に
は
、

保
険
者
代
表
（
国
の
担
当
課
長
な
ど
）
４
人

が
Ａ
さ
ん
と
対
峙
し
て
い
る
。 

 

冒
頭
、
審
査
委
員
長
が
、
参
与
は
審
査
委

員
と
一
緒
に
請
求
人
の
意
見
を
聞
い
て
く
れ

る
第
三
者
の
人
で
あ
る
と
説
明
し
た
。 

 

最
初
に
委
員
長
は
、
審
査
課
事
務
局
に
案

件
を
説
明
さ
せ
た
。
続
い
て
担
当
課
長
に
、

Ａ
さ
ん
の
息
子
の
障
害
基
礎
年
金
受
給
申
請

を
な
ぜ
不
支
給
決
定
に
し
た
の
か
を
説
明
さ

せ
た
。
内
容
は
、
Ａ
さ
ん
に
す
で
に
郵
送
さ

れ
て
き
た
「
不
支
給
決
定
通
知
書
」
を
読
み

上
げ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
委
員
長
は
審
査
委
員
と
参
与
に

質
問
を
求
め
た
。
参
与
の
一
人
が
、
「
こ
の

人
の
病
状
な
ら
、
も
し
該
当
す
れ
ば
何
級
に

な
り
ま
す
か
」
と
質
問
し
た
。
国
側
は
「
２

級
」
と
答
え
た
。
続
い
て
審
査
委
員
の
一
人

が
短
い
質
問
を
し
た
が
、
あ
と
は
誰
も
質
問

せ
ず
。
委
員
長
は
「
そ
れ
で
は
請
求
代
理

人
、
特
に
発
言
し
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
」
と

い
っ
た
。
当
然
Ａ
さ
ん
は
、
二
十
数
年
間
の

思
い
を
凝
縮
し
た
心
か
ら
の
訴
え
を
し
た
。 

 

さ
あ
、
こ
こ
か
ら
活
発
な
質
問
な
ど
が
出

る
の
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
委
員
長
は
「
で

は
終
わ
り
ま
す
。
」
と
い
っ
て
、
Ａ
さ
ん
に

退
席
を
う
な
が
し
た
。 

 

こ
の
日
、
審
査
請
求
を
し
た
人
は
十
一
人

で
あ
っ
た
が
、
関
係
者
に
聞
い
た
ら
大
部
分

は
、
「
精
神
障
が
い
者
の
無
年
金
問
題
だ
そ

う
だ
。
私
は
４
人
の
審
査
を
傍
聴
し
た
が
、

請
求
人
の
訴
え
は
聞
く
も
涙
、
語
る
も
涙
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
審
査
は
Ａ
さ
ん
と
ほ
ぼ

同
じ
で
、
請
求
人
に
意
見
の
開
陳
を
求
め
る

と
き
は
「
こ
れ
で
お
わ
り
」
の
儀
式
の
よ
う

で
あ
っ
た
。 

 

い
ま
、
精
神
障
害
に
苦
し
む
無
年
金
者
が

各
地
で
裁
判
所
に
訴
え
て
い
る
。
裁
判
に
持

ち
込
ま
ざ
る
を
得
な
い
背
景
を
知
っ
た
だ
け

で
も
、
意
義
あ
る
傍
聴
で
あ
っ
た
。
（
Ｉ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

社
会
保
険
審
査
会
を
傍
聴
し
て 

つ
ぶ
や
き 



希望の杜福祉会 施設紹介 

                  あとりえ北山 
 

 あとりえ北山は、「工房けやき｣の新鮮な豆乳と

おからを使った「豆乳おからドーナツ」、絹豆腐の

「もちもちドーナツ」や「豆腐レアチーズ」、「オ

カラ・ド・ショコラ」など食物繊維たっぷりのヘル

シーなお菓子を販売しています。 

 今年オープンした「ギャラリー＆カフェ」ではラ

ンチセット(ドリンク・デザート付き800円)や豆乳

シェイク(400円)などをご用意いたしております。 

 また、ギャラリーとして展示スペースをお貸しし

ておりますので、利用ご希望の方はお問い合わせく

ださい。 

 

 

 

 

 

  お問い合わせは   0246(35)5789 

          けやき共同作業所 
 

 希望の杜福祉会の源流になった作業所です。 

 当初はプレハブ建てで、冬は冷たい風にガタガ

タと揺れ、夏は暑さで汗がふきだす状況でした。

その後、「けやき共同作業所を支える１０００人

の会」に参加された多くの市民の協力を得て、

1999年、「希望の杜福祉会」として法人認可を受

け、「けやき共同作業所」として新たな建物をた

てることができました。 

 その後、利用者(メンバーさん)の工賃(就労訓練

としての作業の報酬)の向上のため、いわき市委託

の高齢者向け配食サービス、そして宅配弁当や仕

出し・オードブルなどを行うようになりました。  

 特に配食サービスは、メンバーさんが「福祉の

受け手から担い手」になれる作業です。 

 

 

 お問い合わせは     0246(25)5605 

          フレンドリーショップ 

                 けやき 

 
 この４月にオープンしたばかりのお店で、あとり

え北山の出張所です。法人の商品を販売しつつ、各

施設の宣伝・案内をしたり、地域の皆さんと交流を

はかるスペースです。 

 気軽に立ち寄れて、休憩しながら商品を利用した

り、様々なチラシやパンフレットを読むことができ

ます。またイベントも開催します。 

 イベントは市民参加型をめざしていますので、

「こんなものを展示させてほしい」「こんなものを

売ってみたい」という方は、どんどんお問い合わせ

ください。 

 当面はフリースペースですが、近いうちに揚げた

てのドーナツを販売いたします。 

 

 

  お問い合わせは   0246(84)9080 

                      工房けやき 
 

 今年で５年目になる、いわきの地豆腐の店です。 

障がいを持つ人も、普通に働き、賃金を得て、自立し

た生活をしたいと願っていますが、障がいのため、長

時間働くことが出来なかったりして、雇用してくれる

企業がなかなか見つかりません。 

 また、障がい者の働く場所である作業所は、大半が

下請け事業のため自立には程遠い低賃金が実態です。   

 そこで自立できる所得保障をめざし、豆腐製造をす

る作業所「工房けやき」を立ち上げました。おかげさ

まで、法人内でも一番高い工賃を得られる作業所にな

りました。 

 しかし、まだ自立できる賃金とはなっていません。 

 これからも、障がいを持つ方の所得保障をめざし

て、さらに美味しいお豆腐作りに専念していきます。 

 

 

 

  お問い合わせは   0246(37)8517 

               グループホーム 

 
 グループホームは、主として精神障がいを持っ

た方が、世話人さんによる食事の提供や服薬管

理、相談などの支援を受けながら、同じ障がいの

仲間と交流を図り、地域で自立した日常生活が送

れよう、支援する場です。 

 また季節の折々には、新年会や忘年会、バーベ

キューなどを開催して、楽しみの持てる生活の場

になるように心がけています。 

 現在、平に２ヶ所のグループホームがありま

す。「退院後に住む所」でお悩みの方、また親元

を離れて暮らしてみようと思っていらっしゃる

方、ぜひ、法人にお問い合わせください 

 

 

 ・グリーンアップルズホーム(平北目町) 

 ・ストロベリーホーム(平下平窪) 

               スペースけやき 
  

いわき市内初めての「精神障がい者地域生活支援セ

ンター」で、2000年に開所しました。 

 心の病に悩む方はどなたも相談でき、家から出て

過ごせるいこいの場として利用できることから、当

事者や家族から喜ばれてきました。 

 しかし「障害者自立支援法」によって、これまで

の内容に近い「自立訓練」の事業所に移行して、障

がい者の生活能力向上をはかり地域生活ができるよ

うに取り組んでいます。現在、10数人が通所してい

ます。 

 精神、身体、知的の障がいをお持ちのどなたでも

利用できます。(利用料は登録制で1日639円です) 
 また、いわき市の委託を受け「相談支援事業」 

(障がい認定調査や就労希望支援)を行っています。 

 

 

   お問い合わせは   0246(35)0799 

                     結いの里 
 

 2004年、県と双葉郡８町村の支援を受けて、楢

葉町に「精神障害者地域生活支援センター」とし

て開所しました。双葉郡はじめての精神障がい者

の法定施設でした。 

 しかし「障害者自立支援法」によって、新たに

双葉郡各町村からの補助金で運営する「地域活動

支援センター」・「相談支援事業所」になりまし

た。 

 現在、ラスク作りに取り組みながら、障がい者

の憩いの場、趣味を生かせる場(通所者の負担金はあり

ません)として、また、相談活動にも取り組んでいま

す。 

この２年間は県の委託を受け「退院促進事業」に

も取り組んでいます。 

 

 

 

 

  お問い合わせは  0240(26)0133   

               ふたばの里 
 

「結いの里」に来ている人の｢働きたい｣という希望に

応えて、2005年に、楢葉町の支援をいただき開所しま

した。 

 地産地消の考え方に基き、相双地方で生産された豆

を使い、特産品にもなっている地元の「ゆず」を使っ

た「ゆずどうふ」などの４種類の「こだわり豆腐」を

はじめ、おからドーナツ、おからスティック、豆乳プ

リンなどを作って販売しています。 

 作業所まで遠い人には送迎も行っています。  

 また現在、障がいを持つ人の住まいとして、作業所

２階に個室の集合住宅を整備中です。 

 

 

 

 

 

 

   お問い合わせは   0240(25)3100 


